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パリ・オペラ座と「多様性」

　

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
は
、
ル
イ
14
世
治
世
下
の
王
立
舞
踊
ア
カ

デ
ミ
ー
の
設
立
（
１
６
６
１
）
及
び
、
王
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
立
（
１
６
６
９
）
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
王
政
及
び
宮
廷
文
化
に
端
を
発
す
る
こ
の
組
織
は
、

民
営
化
さ
れ
た
時
代
を
挟
み
な
が
ら
も
、
現
代
に
ま
で
そ
の
豪

華
絢
爛
な
文
化
の
名
残
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
２
０
２
１

年
１
月
に
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が
発
行
し
た
『
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座

の
多
様
性
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
』  １（
以
後
『
レ
ポ
ー
ト
』
と
略
記
）

は
そ
れ
ま
で
の
オ
ペ
ラ
座
の
歴
史
に
対
し
て
批
判
を
呈
す
る
異

色
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
歴
史
家
パ
ッ
プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ（Pap 

N
diaye

：1965

－

）
を
筆
頭
筆
者
と
す
る
同
『
レ
ポ
ー
ト
』

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
と
「
多
様
性
」：

『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
の
新
演
出
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「krum

p

」
の
導
入
を
巡
っ
て

越
智
雄
磨

　
は
じ
め
に
：
研
究
の
背
景
と
問
い

で
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
の
運
営
方
針
や
演
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
、
ダ
ン
サ
ー
の

構
成
、
附
属
学
校
の
あ
り
方
に
関
し
て
批
判
的
な
見
解
を
示
し
、

同
組
織
が
今
後
向
き
合
う
べ
き
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
が
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
刊
行
し
た
背
景
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
社
会
が
多
く
の
国
や
文
化
圏
か
ら
の
移
民
で
構
成
さ
れ
る

多
様
性
を
擁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
は
、

白
人
の
ダ
ン
サ
ー
や
職
員
が
多
数
を
占
め
る
組
織
で
あ
り
、
社

会
の
多
様
性
を
表
象
す
る
機
能
や
能
力
を
欠
い
て
い
る
と
い
う

自
己
反
省
が
存
在
し
て
い
る
。
創
設
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
封
建

的
社
会
の
価
値
観
を
色
濃
く
残
存
さ
せ
て
き
た
パ
リ
・
オ
ペ
ラ

研
究
ノ
ー
ト
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座
に
こ
の
よ
う
な
自
己
反
省
、
変
化
の
兆
し
が
現
れ
た
一
つ
の

要
因
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
冒
頭
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
運
動
の
世
界
的
波
及
に
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
２

。
こ
の
運
動
は
、
世
界
史
に
お
け
る
奴
隷
制
や

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
影
響
は
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
未
だ
終

わ
り
を
見
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

米
国
を
起
点
に
世
界
各
地
へ
広
ま
っ
た
反
人
種
差
別
運
動
の
波

は
海
を
越
え
て
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
ま
で
到
達
し
た
。
オ
ペ
ラ

や
バ
レ
エ
界
の
中
心
で
あ
る
こ
の
組
織
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
言

う
ま
で
も
な
く
白
人
で
あ
る
が
、
そ
の
白
人
側
か
ら
も
歴
史
的

に
規
定
さ
れ
た
自
ら
の
立
ち
位
置
に
対
す
る
問
い
直
し
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
３ 

。

　

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
目
的
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

と
い
う
思
想
が
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
、

同
組
織
が
い
か
な
る
課
題
を
認
識
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
端

緒
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
は
ど
の
程
度

成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
さ
ら
な
る
課
題

は
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。

　

本
研
究
ノ
ー
ト
は
主
に
資
料
紹
介
と
事
例
紹
介
の
２
つ
の

パ
ー
ト
か
ら
成
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
行
う
の
が
、先
述
し
た
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
が
発
行
し
た
『
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
多
様
性
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
』（
２
０
２
１
）
の
紹
介
で
あ
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト

が
書
か
れ
た
背
景
お
よ
び
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が
何
を
問
題
視
し
、

何
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
。
第
２
に
、

実
際
に
「
多
様
性
」
を
取
り
込
も
う
と
す
る
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座

が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
製
作
し
た
の
か
、『
レ
ポ
ー
ト
』
の
刊
行

年
か
ら
は
遡
る
こ
と
に
な
る
が
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が
ア
フ
リ

カ
系
黒
人
振
付
家
を
起
用
し
た
初
の
例
と
さ
れ
る
『
優
雅
な
イ

ン
ド
の
国
々
』（
２
０
１
７
、２
０
１
９
）４ 

を
事
例
と
し
て
紹
介

す
る
。
と
り
わ
け
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
で
あ
る
「krum

p

」

を
取
り
入
れ
た
演
出
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
課
題
と
達
成
点

を
確
認
し
た
い
。

　
一
『
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
多
様
性
に
関
す
る

  

　  
レ
ポ
ー
ト
』
（
２
０
２
１
）
に
つ
い
て
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パリ・オペラ座と「多様性」

　

こ
こ
で
は
、『
レ
ポ
ー
ト
』
が
執
筆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
２
０
２
０
年
７
月
に
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
総
裁
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
前
任
者
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
リ

ス
ナ
ー
を
引
き
継
ぎ
、
新
総
裁
に
就
任
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

ネ
ー
フ
は
「
我
々
の
義
務
は
、
我
々
の
世
界
に
存
在
す
る
多
様

性
を
舞
台
の
上
に
表
象
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
そ
の
義
務
を
明

確
に
し 

５

、
就
任
２
ヶ
月
後
の
２
０
２
０
年
９
月
に
歴
史
家
パ
ッ

プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ
と
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
で
法
務
を
担
当
す
る
職

員
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
に
『
レ
ポ
ー
ト
』
の
執
筆

を
委
任
し
た
６ 

。

　

ネ
ー
フ
の
決
定
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
筆
頭

執
筆
者
と
し
て
パ
ッ
プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ
を
指
名
し
た
こ
と
で
あ

る
７ 

。
ン
デ
ィ
ア
イ
は
１
９
６
５
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い

た
セ
ネ
ガ
ル
人
の
父
と
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
子
と
し
て
生
を
受

け
た
ム
ラ
ー
ト
（
混
血
児
）
の
研
究
者
で
あ
る
が
、
後
に
も
み

る
よ
う
に
白
人
中
心
と
言
っ
て
よ
い
組
織
で
あ
る
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
筆
者
に
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
目
を
引
く

出
来
事
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ン
デ
ィ
ア
イ
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を

得
て
い
る
人
物
な
の
か
。
ま
ず
、
ン
デ
ィ
ア
イ
の
研
究
者
と
し

て
の
経
歴
を
見
て
み
た
い
。
１
９
８
６
年
に
サ
ン
＝
ク
ル
ー
高

等
師
範
学
校
に
入
学
し
、
経
営
史
を
専
攻
し
た
。
１
９
９
１
年

か
ら
１
９
９
６
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
１
９
９
８
年
に

は
フ
ラ
ン
ス
社
会
科
学
高
等
研
究
院(Ecole des H

autes 

Etudes en Sciences Sociales

：EH
ESS)

に
博
士
論
文
を
提

出
後
、
同
学
院
の
准
教
授
に
着
任
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
２
年

に
パ
リ
政
治
学
院
教
授
に
着
任
し
、
２
０
２
１
年
ま
で
教
鞭
を

執
っ
た 

８

。

　

ン
デ
ィ
ア
イ
の
活
動
は
研
究
・
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的

活
動
を
行
う
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
顔
も
持
つ
。EH

ESS

在
職
中
に
ン
デ
ィ
ア
イ
は
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ロ
ゼ
ス
ら
と
共
に
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
様
性
促
進
行
動
サ
ー
ク
ル
（C

ircle of Action 

for the Prom
otion of D

iversity in France

：C
APD

IV

）
を
共

同
設
立
し
、
翌
年
の
２
０
０
５
年
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
黒
人
団
体
代

表
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
）」
を
共
同
設
立
し
た
。
同
団
体
が
設
立
さ

れ
た
２
０
０
５
年
は
パ
リ
郊
外
の
ク
リ
シ
ー
＝
ス
＝
ボ
ワ
で
移
民

に
よ
る
大
規
模
な
暴
動
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
り
９ 

、
フ
ラ
ン
ス
社



28

会
に
お
け
る
人
種
差
別
が
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
年
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
ン
デ
ィ
ア
イ
は
、
元
来
の
専
門
で
あ
る

経
営
史
か
ら
黒
人
の
歴
史
や
黒
人
の
権
利
に
関
連
す
る
研
究
や
活

動
に
軸
足
を
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
２
０
０
８
年
に
は
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
黒
人
研
究
）
の
草

分
け
と
な
る
著
書
『
黒
人
の
条
件

－

フ
ラ
ン
ス
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
試
論
』
を
書
き
、
翌
２
０
０
９
年
に
は
『
ア
メ
リ
カ
黒

人
の
歴
史
』
を
上
梓
し
た
。
ン
デ
ィ
ア
イ
は
２
０
１
９
年
の
オ
ル

セ
ー
美
術
館
に
お
け
る
「
黒
人
モ
デ
ル
」     １０
展
に
も
協
力
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
政
治
や
歴
史
だ
け
で
は
な
く
人
種
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
表
象
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
黒
人
の
権
利
を
求
め
る
政

治
的
活
動
も
旺
盛
に
行
っ
て
い
た
ン
デ
ィ
ア
イ
に
「
多
様
性
」
を

主
題
と
す
る
『
レ
ポ
ー
ト
』
執
筆
の
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
当

然
の
帰
結
だ
っ
た
と
も
言
え
る      １１
。
そ
し
て
、『
レ
ポ
ー
ト
』
の

執
筆
者
と
し
て
ン
デ
ィ
ア
イ
を
指
名
す
る
こ
と
は
、
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
成
果

を
取
り
入
れ
、
人
種
差
別
の
撤
廃
に
並
な
ら
ぬ
意
欲
を
示
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。『
レ
ポ
ー
ト
』
の
目
的
は
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
芸
術
的
制
度
の
中
に
社
会
的

問
い
を
取
り
込
む
余
地
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
こ
の
組
織
を
開
放
し
、
舞
台
上
で
よ
り

適
切
に
多
様
性
を
表
象
し
、
現
代
の
世
界
に
お
い
て
上

演
す
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
反
響
に
つ

い
て
考
察
し
、
そ
の
意
味
と
可
能
性
の
変
革
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
差
別
全
般
や
人
種

差
別
的
な
発
言
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
世
界
的
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
人
事
方
針
の
模
範
で
あ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
２ １

。

　

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
は
世
界
的
な
人
種
差
別
撤
廃
の
流
れ
の
中
で
、

そ
の
新
た
な
社
会
的
使
命
を
自
覚
し
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
『
レ
ポ
ー
ト
』
の
宣
言
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
も

し
社
会
の
中
で
存
在
感
を
示
し
た
い
の
な
ら
、
動
か
な
い
ま
ま
で

い
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
革
新
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
３ １ 

と
総
裁
ネ
ー
フ
は
述
べ
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
新
し
い
時
代
に
向

け
て
の
変
革
の
意
思
を
明
確
に
示
し
た
。
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パリ・オペラ座と「多様性」

　

 『
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
先
に
述
べ
た
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
続
い

て
、一
章
「
歴
史
と
伝
統

：

オ
ペ
ラ
、バ
レ
エ
と
『
他
者
』
の
表
象
」、

二
章
「
多
様
性
、
オ
ペ
ラ
座
に
お
け
る
巨
大
な
不
在
」、
三
章
「
開

放
性
と
多
様
性
の
た
め
の
人
事
方
針
」
と
続
き
、
結
論
に
至
る
。

各
章
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ

ズ
ム
等
の
観
点
か
ら
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
歴
史
を
批
判
的
に
見
直

し
、
改
善
案
を
提
示
す
る
と
い
う
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
後
に

『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
を
具
体
的
対
象
と
し
て
紹
介
、
考
察
す

る
本
研
究
ノ
ー
ト
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
一
章
で
あ
る
。

　

一
章
の
「
歴
史
と
伝
統

：
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
と
『
他
者
』
の
表

象
」
で
は
、
17
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ 

18
世
紀
、
19
世
紀
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
顕
著
な
発
展
を
遂
げ
た
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
の
歴
史

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
部
の
地
域
に
対
す
る
「
植
民
地
化
」
と
い
う
思

想
や
行
為
に
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
オ
ペ
ラ
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
他
者
」
と
「
他
所
」
を
支

配
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
男
性
の
視
点
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ

　
二

　
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
に
お
け
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
：

　
　
　
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
と
「
均
質
性
」
の
表
象

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
レ
ポ
ー
ト
』
に
お
い
て
こ
う
し
た

植
民
地
主
義
的
な
オ
ペ
ラ
作
品
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

ト
ル
コ
、
ペ
ル
ー
、
ペ
ル
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
国
や
地
域

が
舞
台
と
な
る
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』（
１
７
３
５
）、
ア
フ

リ
カ
人
女
性
や
イ
ン
ド
人
女
性
な
ど
が
主
役
と
し
て
登
場
す
る
『
ア

リ
ー
ヌ

：

ゴ
ル
コ
ン
ド
の
王
女
』（
１
７
６
６
）、『
オ
ー
リ
ー
ド
の

イ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
ー
』（
１
７
７
４
）、『
セ
ミ
ラ
ミ
ス
』（
１
８
０
２
）、

『
レ
・
バ
ヤ
デ
ー
ル
』（
１
８
１
０
）、『
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン

プ
』（
１
８
２
２
）、『
ア
フ
リ
カ
の
女
』（
１
８
６
５
）、『
ア
イ
ー
ダ
』

（
１
８
７
１
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
見
ら
れ
る
非
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
圏
の
女
性
表
象
に
つ
い
て
、『
レ
ポ
ー
ト
』
は
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の

記
述
を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

バ
ヤ
デ
ー
ル
（
イ
ン
ド
の
舞
姫
）、
東
洋
の
全
て
の
女
性

が
バ
ヤ
デ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
強
力
で
遠

く
へ
向
か
う
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
。
民
族
的
で
、
幻

想
的
で
、
官
能
的
で
そ
れ
自
体
、
幻
想
化
さ
れ
た
東
洋

の
要
素
で
あ
る
４ １

。
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こ
う
し
た
見
解
か
ら
、
18
世
紀
、
19
世
紀
の
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
国
々
の
特
異
性
や
地
域
性
は
捨
象
さ
れ
、
東

洋
／
オ
リ
エ
ン
ト
と
し
て
大
雑
把
に
把
握
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
幻
想
と
し
て
の
東
洋
、
オ
リ
エ
ン
ト
は
言
葉
、
衣
装
、

舞
台
美
術
、
化
粧
な
ど
様
々
な
面
か
ら
表
象
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

際
に
起
こ
る
問
題
は
、
有
色
人
種
に
対
す
る
戯
画
的
、
侮
蔑
的
な

意
味
づ
け
や
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
押
し
付
け
が
生
じ
る
こ
と
に

あ
る
。
有
色
人
種
の
女
性
は
、
娼
婦
、
愛
人
、
孤
児
と
し
て
描
か

れ
る
こ
と
が
多
く
、
有
色
人
種
の
男
性
は
滑
稽
で
、
間
抜
け
で
、

臆
病
な
者
と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
が
多
く
見
ら
れ
、「
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
」
を
内
包
す
る
芸
術
作
品
に
お
い
て
は
、
白
人
男
性
の
有

色
人
種
に
対
す
る
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
つ
。『
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
知
ら
れ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
が
「
オ

リ
エ
ン
ト
と
は
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
頭
の
な
か
で
つ
く
り

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
来
、
ロ
マ
ン
ス
や
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

生
き
物
、
纏
綿
た
る
心
象
や
風
景
、
珍
し
い
体
験
談
な
ど
の
舞
台

で
あ
っ
た
」      １５
と
述
べ
る
時
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
が
ま
さ
に
オ
ペ
ラ

に
お
い
て
表
象
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
東

洋
に
対
し
て
西
洋
を
優
位
と
す
る
西
洋
中
心
的
な
見
方
が
既
に
織

り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
観
点
に
基
づ
い
て
サ
イ
ー
ド
は
『
ア
イ
ー

ダ
』
に
つ
い
て
の
批
判
的
論
考
も
執
筆
し
て
い
る 

６ １

。

　

他
方
、
ダ
ン
ス
に
お
い
て
は
「
白
い
バ
レ
エ
（ballet blanche

）」

の
伝
統
が
存
在
し
て
き
た
。『
レ
ポ
ー
ト
』
に
よ
れ
ば
、
１
７
５
４

年
の
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
附
属
ダ
ン
ス
学
校
の
設
立
以
来
、
バ
レ
エ
が

表
象
す
る
身
体
は
「
王
の
身
体
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
身
体
は

純
粋
性
と
完
全
性
に
自
ら
の
存
在
意
義
を
認
め
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
バ
レ
エ
を
構
成
す
る
身
体
は
均
質
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

と
い
う
。
１
８
３
２
年
に
上
演
さ
れ
た
『
ラ
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
』
の

大
当
た
り
が
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
カ
ノ
ン
と
し
て
「
白
い

バ
レ
エ
」
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
第
二
幕
の
ダ
ン
ス
の
見
せ
場

で
あ
る
「
白
い
バ
レ
エ
」
に
お
い
て
、
女
性
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
身
に

つ
け
た
白
い
チ
ュ
チ
ュ
と
ポ
ワ
ン
ト
技
法
は
、
軽
さ
や
上
昇
と
い
っ

た
動
き
の
質
や
、
か
よ
わ
さ
や
純
粋
性
と
い
っ
た
概
念
を
女
性
性
と

結
び
付
け
た
表
象
を
生
み
出
す
こ
と
に
寄
与
し
た
。

　

こ
う
し
た
バ
レ
エ
が
持
つ
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
均
質
性
は
、

20
世
紀
後
半
以
後
、
定
期
的
に
問
題
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

肌
の
色
に
関
し
て
は
白
さ
と
い
う
均
質
性
が
規
範
と
し
て
今
な
お

強
固
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
身
体
を
巡
る
伝
統
的
規
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範
を
温
存
し
て
い
る
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
状
況
は
、
ミ
ス
テ
ィ
・

コ
ー
プ
ラ
ン
ド
（M

isty C
opeland

：

１
９
８
２

－

）
や
ア
ロ
ン

ゾ
・
キ
ン
グ
（Alonzo King

：

１
９
５
２

－

）
と
い
っ
た
有
色

人
種
の
ダ
ン
サ
ー
や
振
付
家
が
活
躍
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
バ
レ

エ
の
状
況
と
比
較
し
て
、
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
『
レ
ポ
ー
ト
』
は

批
判
的
に
指
摘
し
て
い
る
。
他
方
、
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
多

様
な
人
種
の
ダ
ン
サ
ー
を
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
舞
台
に
立
た

せ
た
具
体
的
事
例
と
し
て
カ
ロ
リ
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン(C

arolyn 

C
arson

：

１
９
４
２

－)

や
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ミ
ル
ピ
エ(Benjam

in 

M
illepied

：

１
９
７
７

－)

な
ど
の
過
去
の
芸
術
監
督
の
実
績
を

挙
げ
、
評
価
し
て
い
る
。

　

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
バ
レ
エ
の
団
員
の
人
種
構
成
に
目
を
向
け
る

と
、
２
０
１
９
年
時
点
で
正
規
の
ダ
ン
サ
ー
が
１
５
８
名
在
籍
し

て
い
る
が
、
そ
の
内
78
名
が
女
性
ダ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

の
内
２
名
の
み
が
黒
人
の
ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
系
の
ダ
ン

サ
ー
は
、
韓
国
出
身
の
サ
エ
・
ユ
ン
・
パ
ー
ク
、
香
港
出
身
の
チ
ュ

ン
・
ウ
ィ
ン
グ
・
ラ
ム
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
父
と
日
本
人

の
母
を
持
つ
オ
ニ
ー
ル
・
八
菜
の
３
名
の
み
で
あ
る
７ １

。
ま
た
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
附
属
学
校
に
目
を
向
け
る
と
、
現
在
、
有
色
人
種
の
教

員
は
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
有
色
人
種
の
生
徒
は
ご
く
少
数
の
み
在

籍
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
バ
レ
エ
の
団

員
は
、
附
属
学
校
か
ら
入
団
し
た
者
が
大
部
分
を
占
め
、
外
部
か

ら
の
入
団
人
数
は
少
な
い
。『
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
そ
の
門
戸
を
幅
広

く
開
く
こ
と
が
構
成
メ
ン
バ
ー
の
身
体
的
多
様
性
を
獲
得
す
る
た

め
の
第
一
歩
な
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。

　
三

　
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
ど
う
扱
う
べ
き
か

－

　
　
　
批
判
的
距
離
を
持
っ
た
演
出

　

以
上
に
見
て
き
た
通
り
、『
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ

に
見
ら
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
規
範
が
18
世
紀
か
ら
19
世
紀
に

か
け
て
確
立
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
問
題
化
す
る
。
そ
の

背
後
に
あ
る
も
の
は
、
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
帝
国
主
義
、
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
な
ど
の
旧
来
的
で
支
配
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
世

界
観
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
オ
ペ
ラ
と
ダ
ン
ス
の
遺
産
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
届
け
る
」
こ
と
を
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
る
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
と
っ
て
、
旧
来
的
な
価
値
観
に
基
づ
い
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て
製
作
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
上
演
す
る

際
に
、
乗
り
越
え
る
べ
き
一
つ
の
矛
盾
、
倫
理
的
課
題
が
生
じ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
「
遺
産
」
で
あ
る
「
19
世
紀
の
オ
ペ
ラ
を
現
代
の
私

た
ち
の
目
の
ふ
る
い
に
か
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
大
部
分
は
お
そ
ら

く
様
々
な
度
合
い
で
人
種
差
別
的
、
分
類
主
義
的
、
性
差
別
主
義

的
な
要
素
を
含
む
」 ８ １ 
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
な
作
品
例
と
し
て
『
レ

ポ
ー
ト
』
は
、
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
は
『
蝶
々
夫
人
』、『
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
』、『
オ
セ
ロ
』、
バ
レ
エ
に
お
い
て
は
『
く
る
み
割
り
人
形
』、

『
ラ
・
バ
ヤ
デ
ー
ル
』、『
ラ
イ
モ
ン
ダ
』
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
上
演
す
る
前
に
は
、演
出
家
や
振
付
家
だ
け
で
な
く
、実
演
家
（
ダ

ン
サ
ー
、
歌
手
、
音
楽
家
）、
外
部
の
人
々
（
オ
ペ
ラ
の
専
門
家
、

歴
史
家
、
人
類
学
者
な
ど
）
を
含
む
リ
サ
ー
チ
を
先
行
し
て
行
う

べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
。
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
は
、
差
別
的
構
造

を
反
復
す
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
を
無
批
判
に
上
演
す
る
こ
と
を

も
は
や
許
さ
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

仮
に
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
を
上
演
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

取
り
う
る
解
決
策
は
、
作
品
に
見
ら
れ
る
差
別
的
表
現
に
修
正
を

加
え
る
か
、
新
た
な
演
出
を
通
じ
て
再
演
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
前
者
に
関
す
る
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
現
在
、
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
で
『
魔
笛
』
が
上
演
さ
れ
る
際
に
は
「
な
ぜ
な
ら
黒
人
は

醜
い
か
ら
」
と
い
う
歌
詞
の
「
黒
人
」
が
「
奴
隷
」
に
置
き
換
え

ら
れ
て
お
り
、
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ミ
ル
ピ
エ
は
『
ラ
・
バ
ヤ
デ
ー

ル
』
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
黒
人
た
ち
の
ダ
ン
ス
（danse de 

négrillon

）」
と
い
う
パ
ー
ト
の
名
称
を
「
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
」

へ
と
変
更
し
た
。

　

後
者
の
再
演
と
い
う
選
択
を
と
る
場
合
、『
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
演

出
家
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ベ
（D

avid Bobée

：

１
９
７
８

－

）
の
次

の
言
葉
を
引
用
し
、
再
演
出
時
に
、
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品

に
批
判
的
距
離
を
も
っ
て
再
解
釈
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
あ
ら
ゆ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
に
存

在
し
て
い
る
。
し
か
し
演
出
は
（
作
品
解
釈
に
関
す
る
）

複
雑
さ
や
距
離
を
観
客
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

人
種
差
別
的
な
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
批
判
的
な
距
離
を
取

り
な
が
ら
そ
れ
を
観
客
に
了
解
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る      １９
。

　

白
人
が
創
作
し
て
き
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
及
び
そ
こ
に
内
包

さ
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
批
判
的
距
離
を
取
る
こ
と
の
重
要
性
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四

　『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
に
つ
い
て

　
　

四–

一　

原
作
台
本
に
み
ら
れ
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
的
特
徴

　
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
の
初
演
は
１
７
３
５
年
に
パ
レ
・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
で
王
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
作
曲
は
ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
モ
ー
（Jean -Philippe 

Ram
eau

：

１
６
８
３

－

１
７
６
４
）
が
担
当
し
、
ル
イ
・
フ
ュ

を
確
認
し
た
上
で
、『
レ
ポ
ー
ト
』
は
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が
非
白

人
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
台
本
も
曲
も
演
出
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
多
様
な
出
自
を
持
つ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
演
出
や
振
付
を
依
頼
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
の
観
点
か
ら
見
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
の
カ
ン
パ
ニ
ー

を
率
い
る
黒
人
女
性
振
付
家
ビ
ン
ト
ゥ
・
デ
ン
ベ
レ
（Bintou 

D
em

bélé

：

１
９
７
５

－

）
に
振
付
を
依
頼
し
た
『
優
雅
な
イ
ン

ド
の
国
々
』（
２
０
１
７
、２
０
１
９
）
は
画
期
的
な
事
例
だ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ズ
リ
エ(Louis Fezelier

：

１
６
７
２

－

１
７
５
２)

が
台
本
の
執

筆
を
担
当
し
た
。
翌
年
の
１
７
３
６
年
の
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
で
の

再
演
時
に
は
第
四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
（les sauvages

）」
が
追
加

さ
れ
、
四
幕
構
成
と
な
り
１
７
６
１
年
ま
で
断
続
的
に
上
演
さ
れ

た
。
本
作
の
ジ
ャ
ン
ル
は
「
オ
ペ
ラ

－

バ
レ
エ
」
と
さ
れ
、
当
時

の
叙
情
悲
劇
（tragédie lyrique

）
と
比
較
す
る
と
台
本
は
歌
と

踊
り
を
見
せ
る
た
め
の
口
実
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、
娯
楽
／

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
（divertissem

ent

）
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る 

   ２０
。
そ
れ
ゆ
え
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
想
像
力
を
無
意

識
的
に
、
あ
る
い
は
無
批
判
に
反
映
し
や
す
い
ジ
ャ
ン
ル
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
作
品
の
構
成
は
、
第
一
幕
「
寛
大
な
ト
ル
コ

人
」、
第
二
幕
「
ペ
ル
ー
の
イ
ン
カ
人
」、
第
三
幕
「
花
々
、
ま
た

は
ペ
ル
シ
ア
の
祭
り
」、
第
四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
」（
ア
メ
リ
カ
）

と
続
く      ２１
。
タ
イ
ト
ル
の
「
イ
ン
ド
」
は
現
在
の
イ
ン
ド
を
指
し

示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
広
範
囲
の
国

や
地
方
を
指
し
示
す
た
め
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る 

   ２２
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
幕
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国

や
地
域
の
人
々
の
愛
情
、
敵
対
、
融
和
と
い
っ
た
関
係
が
描
か
れ

て
い
る
。
あ
ら
す
じ
を
概
観
し
よ
う
。
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第
一
幕
「
寛
大
な
ト
ル
コ
人
」。
海
賊
に
さ
ら
わ
れ
て
奴
隷
と

な
っ
た
南
仏
出
身
の
エ
ミ
リ
は
ト
ル
コ
人
総
督
オ
ス
マ
ン
に
言
い

寄
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
エ
ミ
リ
は
本
国
に
恋
人
ヴ
ァ
レ
ー
ル
が

い
る
こ
と
を
告
げ
抵
抗
す
る
。
や
が
て
一
艘
の
難
破
船
が
打
ち
上

げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
エ
ミ
リ
の
恋
人
で
あ
る
ヴ
ァ
レ
ー
ル
が
奴

隷
と
し
て
乗
船
し
て
い
た
。
オ
ス
マ
ン
は
奇
跡
的
に
再
会
し
た
２

人
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
オ
ス
マ
ン
は
ヴ
ァ
レ
ー
ル

が
か
つ
て
自
ら
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
時
に
親
切
に
応
対
し
て
く

れ
た
主
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
そ
の
恩
義
に
報
い
る
べ

く
２
人
を
解
放
す
る
。

　

第
二
幕
「
ペ
ル
ー
の
イ
ン
カ
人
」。
ス
ペ
イ
ン
人
士
官
の
カ
ル

ロ
と
ペ
ル
ー
の
王
族
フ
ァ
ー
ニ
は
密
か
に
愛
し
合
っ
て
い
た
。
し

か
し
フ
ァ
ー
ニ
を
愛
す
る
太
陽
神
の
司
祭
で
あ
る
ユ
ス
カ
ー
が
そ

の
秘
密
の
関
係
に
気
づ
く
。
嫉
妬
し
た
ユ
ス
カ
ー
は
征
服
者
で
あ

り
敵
対
関
係
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
人
を
愛
す
る
フ
ァ
ー
ニ
を
非
難
す

る
。
太
陽
神
祭
の
最
中
、
火
山
が
噴
火
し
、
ユ
ス
カ
ー
は
そ
の
原

因
を
フ
ァ
ー
ニ
の
振
る
舞
い
に
対
す
る
神
の
怒
り
だ
と
責
め
、
そ

れ
を
鎮
め
る
た
め
に
は
ユ
ス
カ
ー
と
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
フ
ァ
ー
ニ
に
詰
め
寄
る
。
そ
こ
に
カ
ル
ロ
が
兵
士
を
連
れ
て
現

れ
、
火
山
を
目
覚
め
さ
せ
た
の
は
ユ
ス
カ
ー
だ
と
暴
露
す
る
。
カ

ル
ロ
が
噴
火
口
に
岩
を
投
げ
入
れ
る
と
噴
火
の
勢
い
が
増
し
、
流

れ
出
た
溶
岩
に
ユ
ス
カ
ー
は
飲
み
込
ま
れ
る
。

　

第
三
幕
「
花
々
、
ま
た
は
ペ
ル
シ
ア
の
祭
り
」。
ペ
ル
シ
ャ
の

王
子
タ
ク
マ
は
腹
心
の
友
で
あ
る
ア
リ
の
女
奴
隷
ツ
ァ
イ
ー
ル
に

想
い
を
寄
せ
て
い
る
。
タ
ク
マ
は
ツ
ァ
イ
ー
ル
の
心
を
探
る
た
め

に
女
性
に
変
装
し
て
ア
リ
の
邸
宅
の
庭
園
を
訪
れ
る
。
反
対
に
、

タ
ク
マ
の
女
奴
隷
フ
ァ
テ
ィ
ム
は
ア
リ
に
想
い
を
寄
せ
て
お
り
、

や
は
り
ア
リ
の
心
を
探
る
べ
く
男
に
変
装
し
て
ア
リ
の
邸
宅
の
庭

園
を
訪
れ
る
。
タ
ク
マ
は
変
装
し
た
フ
ァ
テ
ィ
ム
の
こ
と
を
恋
敵

と
勘
違
い
し
、
短
刀
で
刺
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
そ
れ
が
フ
ァ
テ
ィ

ム
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
最
終
的
に
４
人
の
男
女
は
両
想

い
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
タ
ク
マ
と
ア
リ
が
互
い
の
奴
隷
を
交

換
し
、
愛
の
勝
利
を
祝
う
べ
く
花
々
の
祭
り
を
開
催
す
る
。

　

第
四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
」。
ア
メ
リ
カ
の
森
の
中
で
、
フ
ラ
ン

ス
人
士
官
ダ
モ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
人
士
官
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ル
は
若
い
女

性
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
ツ
ィ
マ
に
好
意
を
寄
せ
る
。
し
か
し
、
ダ
モ

ン
は
移
り
気
で
あ
り
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ル
は
情
熱
的
す
ぎ
る
。
ツ
ィ

マ
は
２
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
は
な
く
、
同
じ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
、
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軍
の
長
で
あ
る
ア
ダ
リ
オ
を
選
ぶ
。
ダ
モ
ン
と
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ル
は

ツ
ィ
マ
と
ア
ダ
リ
オ
の
結
婚
を
祝
福
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
野
蛮

人
の
平
和
的
共
存
の
た
め
の
「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」
が
全

員
で
踊
ら
れ
る
。

　

こ
の
４
つ
の
幕
に
共
通
す
る
主
題
は
愛
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
背

景
に
は
常
に
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
の

他
地
域
に
対
す
る
支
配
関
係
が
存
在
し
て
い
る
。
第
四
幕
を
除
い

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
に
と
っ
て
他
者
で
あ
る「
イ
ン
ド
」の
国
々

の
男
性
及
び
女
性
に
対
す
る
優
位
性
と
都
合
の
よ
い
展
開
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
物
語
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
側
か
ら
見
た
敵
対

者
は
許
し
て
く
れ
る
か
自
滅
す
る
か
し
、「
イ
ン
ド
」
の
女
性
は

自
分
た
ち
に
好
意
を
寄
せ
て
く
れ
る
と
い
う
幻
想
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
作
品
に
お
け
る
女
性
が
娼
婦
、
奴
隷
な
ど
の
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
点
は
、『
レ
ポ
ー
ト
』
が
指
摘
し
て
い
た
18
世

紀
の
オ
ペ
ラ
の
女
性
表
象
の
典
型
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
唯
一
ト
ー
ン
が
異
な
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
が
現

地
人
で
あ
る
女
性
の
心
を
惹
く
こ
と
は
で
き
ず
、
平
和
の
た
め
の

ダ
ン
ス
を
現
地
住
民
と
共
に
踊
る
四
幕
で
あ
る
。

　
　

四–

二　

第
四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
」
に
お
け
る
再
解
釈

　
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
は
２
０
０
０
年
代
以
降
、ブ
ラ
ン
カ
・

リ
が
振
付
を
担
当
し
た
２
０
０
３
年
版
、
シ
デ
ィ
・
ラ
ル
ビ
・
シ
ェ

ル
カ
ウ
イ
が
振
付
を
担
当
し
た
２
０
１
６
年
版
な
ど
、
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
振
付
家
が
創
作
に
関
わ
り
再
演
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、本
研
究
ノ
ー
ト
で
取
り
上
げ
る『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』

（
２
０
１
７
、２
０
１
９
）
は
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
お
い
て
初
め

て
黒
人
女
性
振
付
家
ビ
ン
ト
ゥ
・
デ
ン
ベ
レ
を
起
用
し
て
い
る
点

で
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
作
は
、

古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
対
す
る
批
判
的
距
離
を
取
り
な
が
ら
『
レ

ポ
ー
ト
』
が
示
し
た
「
多
様
性
」
の
表
象
と
い
う
課
題
に
先
駆
的

か
つ
意
識
的
に
取
り
組
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

演
出
を
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
ル
・
フ
レ
ノ
ワ
国
立
現
代
芸
術
ス

タ
ジ
オ
で
造
形
芸
術
と
映
像
を
学
ん
だ
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ク

レ
マ
ン
・
コ
ジ
ト
ー
ル
（C

lém
ent C

ogitore

：

１
９
８
３

－

）

で
あ
り
、
振
付
を
担
当
し
た
の
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
出
身
の

ダ
ン
サ
ー
、振
付
家
で
カ
ン
パ
ニ
ーRualité

を
率
い
る
ビ
ン
ト
ゥ
・

デ
ン
ベ
レ
だ
っ
た
。
本
作
は
も
と
も
と
６
分
弱
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
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ビ
ー
と
し
て
２
０
１
７
年
に
創
作
さ
れ
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
映

像
作
品
サ
イ
ト
「3e Scène

」
で
公
開
さ
れ
て
い
た
が
３ ２

、
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
３
５
０
周
年
記
念
、
オ
ペ
ラ
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
開
場
30

周
年
に
あ
た
る
２
０
１
９
年
に
は
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
オ
ペ
ラ
と

し
て
創
作
、
上
演
さ
れ
た
。
本
作
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
の
２
０
１
９
年
の
ベ
ス
ト
・
オ
ペ
ラ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
選
ば
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

演
劇
学
者
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ビ
エ
と
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
シ
ヨ
ン
の

共
同
執
筆
に
よ
る
批
評
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年
版
の
演
出
で
は

一
幕
の
難
破
船
が
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
た
ど
り
着
く
移
民
と
し

て
解
釈
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
象
さ
れ
て
お
り
、
難
民
た
ち

が
白
人
の
男
と
女
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら

は
難
民
た
ち
に
薬
品
を
振
り
か
け
て
消
毒
し
、
救
命
用
の
毛
布
で

難
民
た
ち
を
包
む
。
こ
の
シ
ー
ン
は
古
典
的
な
愛
の
物
語
と
い
う

解
釈
か
ら
離
れ
た
「
２
０
１
０
年
代
的
」
な
演
出
と
評
価
さ
れ
た
４ ２

。

　

資
料
上
の
限
界
か
ら
、
こ
の
作
品
の
全
編
に
渡
っ
て
ど
の
よ
う

な
演
出
が
施
さ
れ
て
い
た
か
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
批
評
や
論
考
、
創
作
過
程
を
追
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
５ ２

か
ら
判
断
す
る
に
、
最
大
の
見
せ
場
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
民
主
化
の
決
定
的
な
歴
史
的
契
機
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
１
７
８
９
年
の
「
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
襲
撃
」
に
も
喩
え
ら
れ
た
第

四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
」
の
「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」
の
パ
ー

ト
で
あ
る
と
推
測
で
き
る 

６ ２

。
２
０
１
７
年
版
の
映
像
作
品
は
こ

の
パ
ー
ト
の
み
を
映
像
化
し
て
お
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ

の
パ
ー
ト
を
30
人
ほ
ど
のkrum

p

の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の「
バ
ト
ル
」

で
再
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

舞
台
で
の
上
演
と
な
っ
た
２
０
１
９
年
版
で
も
、krum

p

の
ダ

ン
サ
ー
は
出
演
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
ヴ
ォ
ー
ギ
ン
グ
、

ポ
ッ
ピ
ン
グ
、グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
、Bboying

、エ
レ
ク
ト
ロ
と
い
っ

た
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生
ま
れ
た
ダ
ン

ス
を
実
践
し
て
い
る
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り
多
様
な
出
自
を
持
つ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
舞
台
上
で
共
に
踊
る

こ
と
と
な
っ
た
。　

　
　

四–

三　

ダ
ン
ス
が
表
象
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

：

　
　
　
　
　
　

 

脱
植
民
地
化
の
身
振
り
と
し
て
の
ダ
ン
ス

　
「
ダ
ン
ス
を
脱
植
民
地
化
す
る
振
付
家
（la chorégraphe qui 



37

パリ・オペラ座と「多様性」

て
い
た
実
姉
と
出
会
い
、
セ
ネ
ガ
ル
で
の
暮
ら
し
や
そ
の
土
地
固

有
の
囃
し
歌
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
姉
の
話
と
歌
が
頭
か

ら
離
れ
な
く
な
っ
た
デ
ン
ベ
レ
は
２
０
１
８
年
に
自
身
の
作
品

『
始
ま
り
の
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
に
こ
の
歌
を
挿
入
す
る
場
面
を
創

作
す
る
。
指
導
者
や
リ
ー
ダ
ー
を
設
け
な
い
体
制
で
創
作
さ
れ
た

こ
の
作
品
は
、
ダ
ン
ス
や
D 

J 

、
ラ
ッ
プ
な
ど
即
興
的
な
様
々
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
協
業
の
結
果
生
じ

た
の
は
、
出
演
者
た
ち
が
舞
台
上
に
サ
ー
ク
ル
を
形
成
し
て
各
自

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
こ
の
時
の
経

験
が
、
同
様
に
サ
ー
ク
ル
の
形
態
を
作
り
出
す
『
優
雅
な
イ
ン
ド

の
国
々
』(

２
０
１
７
、２
０
１
９)

の
最
終
幕
を
振
り
付
け
る
際

の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
デ
ン
ベ
レ
が
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
を
振
り
付
け

る
前
に
創
作
し
た
重
要
と
思
わ
れ
る
２
つ
の
作
品
に
触
れ
て
お
き

た
い
。
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
見
ら
れ
た

植
民
地
民
族
博
覧
会
や
人
間
動
物
園
（Zoo hum

ain

）
の
歴
史

か
ら
着
想
し
た
『
Z.

H.

』(

２
０
１
３)

お
よ
び
、kurm

p

の
ダ

ン
サ
ー
と
初
め
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
『ST

R
AT

ES -Q
uartet

』

(

２
０
１
６)
で
あ
る
。

décolonise la danse

）」
と
称
さ
れ
る
デ
ン
ベ
レ
は
、
自
身
の
動
き

を
「
ダ
ン
ス
」
と
い
う
よ
り
も
「
ジ
ェ
ス
ト
・
マ
ロ
ン
（gestes 

m
arrons

：

黒
人
奴
隷
の
脱
走
の
身
振
り
の
意
）」
と
呼
ぶ
こ
と
を

好
ん
で
い
る
７ ２

。
そ
れ
は
、
彼
女
の
ダ
ン
ス
が
、
黒
人
の
歴
史
と
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

デ
ン
ベ
レ
は
１
９
７
５
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
テ
ィ
ニ
ィ
＝

シ
ュ
ル
＝
オ
ル
ジ
ュ
で
セ
ネ
ガ
ル
人
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ

た
。
街
に
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、

ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の
人
々
な
ど
多
様
な
人
種
と
文
化
が
混
在
し
て

い
た
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
回
想
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幼

少
期
の
デ
ン
ベ
レ
は
両
親
の
祖
国
で
あ
る
セ
ネ
ガ
ル
の
文
化
や
母

語
で
あ
る
ソ
ニ
ン
ケ
語
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
抱
か
ぬ
ま
ま
に
過

ご
し
て
い
た
。
ダ
ン
ス
に
開
眼
し
た
の
は
１
９
７
０
年
代
に
視
聴

し
た
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
ヒ
ッ
プ
・

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
毎
回
出
演
す
る
伝
説
的
な
テ
レ
ビ
番

組
『
ソ
ウ
ル
・
ト
レ
イ
ン
』
に
影
響
を
受
け
た
番
組
が
フ
ラ
ン
ス

で
も
放
映
さ
れ
、
そ
こ
で
見
る
ダ
ン
ス
を
模
倣
し
な
が
ら
ヒ
ッ
プ
・

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
開
始
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
十
代
半
ば
の
時
に
、
セ
ネ
ガ
ル
に
残
さ
れ
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 『
Z.

H.

』
は
パ
ス
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル
と
エ
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ

ル
ー
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
人
間
動
物
園
』
８ ２

に
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
創
作
さ
れ
た
。
黒
人
の
ダ
ン
サ
ー

た
ち
が
自
ら
の
歴
史
、
舞
台
の
上
に
立
つ
理
由
、
そ
し
て
そ
こ
で

の
彼
ら
の
身
振
り
や
彼
ら
が
負
っ
て
い
る
責
任
に
つ
い
て
自
問
す

る
た
め
に
黒
人
の
歴
史
を
共
有
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
こ
の
作

品
の
創
作
の
動
機
に
あ
っ
た
。
リ
サ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
ア
フ
リ

カ
の
表
象
に
つ
い
て
人
類
学
、
演
劇
学
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
シ

ル
ヴ
ィ
・
シ
ャ
ラ
イ
エ
（Sylvie C

halaye

）
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
た
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
デ
ン
ベ
レ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
流
布
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と

し
て
の
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
の
ダ
ン
ス
を
真
似
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
デ
ン
ベ
レ
の
ダ
ン
ス
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
黒
人
の
歴
史
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
植
民
地
主
義
の
歴
史
を
問
い
直
す
も
の
へ

と
深
化
し
て
い
た
。

　

後
者
の
『ST

R
AT

ES -Q
uartet

』
に
つ
い
て
は
ダ
ン
ス
と
音

楽
と
声
の
関
係
を
反
復
的
な
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
儀
式
の
新

し
い
形
態
を
探
求
す
る
作
品
で
、
こ
の
時
初
め
て
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ

プ
の
ダ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
くkrum

p

の
ダ
ン
サ
ー
を
招
き
入

れ
た
。
こ
の
「
生
に
関
わ
る
差
し
迫
っ
た
怒
り
か
ら
生
ま
れ
た
ダ

ン
ス
」 ０ ３
で
あ
る
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
とkrum

p

と
い
う
２
つ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
ダ
ン
サ
ー
の
呼
吸
や
足
音
、
ジ
ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
フ
リ
カ
的
な
リ
ズ
ム
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
取

り
入
れ
な
が
ら
デ
ン
ベ
レ
は
身
振
り
を
創
造
し
た
。
ク
レ
マ
ン
・

コ
ジ
ト
ー
ル
は
こ
の
作
品
を
き
っ
か
け
と
し
て
デ
ン
ベ
レ
を
知

り
、
映
画
監
督
の
バ
ジ
ル
・
ド
ガ
ニ
ス
（Basile D

oganis

）
を

介
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
を
め

ぐ
る
２
人
の
協
業
が
２
０
１
６
年
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

コ
ジ
ト
ー
ル
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
ル
・
フ
レ
ノ
ア
出
身
の

ス
ト
リ
ー
ト
や
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
に
つ
い
て
語
る
の
で
は

な
く
、
植
民
地
主
義
の
事
実
に
つ
い
て
語
り
た
く
な
り
ま

し
た
。
私
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
か
ら
出
発
し
て
、
最
終

的
に
は
引
き
受
け
る
べ
き
苦
し
み
と
脆
さ
を
扱
う
形
態
へ

と
到
達
し
た
の
で
す
９ ２

。
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様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
映
像

作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
『
天
国
で
も
地
獄
で
も
な

く
』（
２
０
１
５
）
は
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
の
批
評
家
週
間
に
選

出
さ
れ
、G

AN
 Foundation

賞
を
受
賞
し
た
。
２
０
１
６
年
に

は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
た
め
の
バ
ル
・
プ
ラ
イ
ズ
を
受

賞
し
、
２
０
１
８
年
に
は
リ
カ
ー
ル
財
団
賞
、
パ
リ
政
治
学
院

賞
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
賞
を
受
賞
、
現
在
は
パ
リ
高
等

美
術
学
校
で
の
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が

２
０
１
５
年
に
開
始
し
た
「3e Scène
」
は
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
が

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
異
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

の
協
業
の
成
果
を
映
像
作
品
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
、
気
鋭
の
映
像
作
家
と
し
て
評
価

を
高
め
て
い
た
コ
ジ
ト
ー
ル
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

当
初
の
コ
ジ
ト
ー
ル
の
関
心
は
舞
台
芸
術
や
バ
レ
エ
に
固
有

の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
破
壊
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、

あ
る
タ
イ
プ
の
音
楽
に
は
そ
れ
に
適
し
た
タ
イ
プ
の
身
体
が

結
び
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
ク
リ
シ
ェ
を
破
壊
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
ラ
モ
ー
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
に
対
し
て

krum
p

の
ダ
ン
サ
ー
を
ぶ
つ
け
る
と
い
う
型
破
り
な
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
普
段
は
交
わ
る
こ
と
の
な
い
異
な

る
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
起
き
る
文
化

的
慣
習
の
破
壊
や
文
化
的
摩
擦
を
顕
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
言

え
る
。
コ
ジ
ト
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
初
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
異
な
る
世
界
を
接
続
す

る
の
が
自
分
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

そ
の
世
界
と
は
、
お
そ
ら
く
通
常
で
は
オ
ペ
ラ
が
出
会
う
こ
と

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
距
離
を
持
っ
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の

視
座
か
ら
オ
ペ
ラ
を
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
す  

 

   ３１
。

　
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
は
啓
蒙
主
義
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
生
ま
れ
た
芸
術
作
品
で
あ
り
、
一
方
、

krum
p

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
生
ま
れ
た
草
の
根
的

な
ダ
ン
ス
の
実
践
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
一
見
交
わ
ら
な
い
よ
う

だ
が
、
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
歴
史
的
、
概
念
的
枠
組
み
の
中

で
は
一
続
き
の
出
来
事
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
18
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
引
き
起
こ
し
た
人
種
差
別
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た
も
の
は
、
ま
さ
にkrum

p

の
バ
ト
ル
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
す

   ３２
。

３
０
０
年
前
の
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
創
作
当
時
に
は

必
ず
し
も
見
え
て
い
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
が
「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」
と
い
う
第
四
幕
「
野

蛮
人
た
ち
」
の
一
部
を
成
す
場
面
に
お
い
て
現
れ
ま
す
。
ラ

モ
ー
は
１
７
２
５
年
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
近
く
の
コ
メ
デ
ィ
・

イ
タ
リ
エ
ン
ヌ
で
ル
イ
ジ
ア
ナ
か
ら
き
た
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア

メ
リ
カ
ン
が
踊
る
平
和
の
た
め
の
ダ
ン
ス
を
見
て
い
て
、
そ

れ
に
影
響
を
受
け
て
ク
ラ
ヴ
サ
ン
の
こ
の
場
面
の
曲
を
書
い

て
い
ま
す
。
ラ
モ
ー
が
見
た
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
記
述
し
た
テ

キ
ス
ト
が
、
当
時
の
雑
誌
『M

ercure de France

』
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ラ
モ
ー
が
コ
メ
デ
ィ
・
イ
タ
リ
エ
ン
ヌ
で
見

　

こ
こ
で
の
コ
ジ
ト
ー
ル
の
発
言
の
意
味
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
た
め
に
、「
平
和
の
パ
イ
プ
」
の
意
味
とkrum

p

と
い
う
ダ
ン

ス
・
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
背
景
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。「
平
和
の
パ
イ
プ
（calum

et

）」
と
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア

メ
リ
カ
ン
が
対
立
す
る
他
部
族
と
和
睦
す
る
際
に
使
用
し
た
煙

草
の
パ
イ
プ
の
こ
と
で
あ
る
。
希
少
な
石
や
羽
根
で
飾
ら
れ
た
パ

イ
プ
を
使
用
し
て
煙
草
を
回
し
飲
み
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相

手
を
擬
似
的
な
親
族
と
み
な
し
、
争
い
を
回
避
す
る
習
慣
が
実

際
に
存
在
し
て
い
た
。
第
四
幕
の
「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」

は
こ
の
習
慣
を
参
照
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る 

       3 3   

。

　

一
方
、krum

p

は
１
９
９
１
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
起
こ
っ

た
白
人
警
官
に
よ
る
黒
人
殴
打
事
件
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ド
ニ
ー
・

キ
ン
グ
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
ま
れ
た
ダ
ン
ス
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
知
ら
れ
る
。
当
時
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
容
疑
で
４
人
の
白

人
警
官
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
ロ
ド
ニ
ー
・
キ
ン
グ
が
、
激
し
く
殴

打
さ
れ
重
傷
を
負
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
翌
年
、
警
官
た
ち
の
過

に
よ
る
社
会
的
歪
み
が
、『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
初
演
か
ら

２
６
０
年
後
の
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、

krum
p

と
い
う
ダ
ン
ス
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
と
も
言
え
る

か
ら
だ
。
ま
た
コ
ジ
ト
ー
ル
は
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
の
原

作
に
見
ら
れ
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
的
な
特
徴
か
ら
距
離
を
取
り
、

そ
れ
を
無
力
化
す
る
演
出
を
行
う
上
で
、
第
四
幕
「
野
蛮
人
た
ち
」

を
意
識
的
に
扱
っ
て
い
た
。
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剰
な
暴
力
を
罪
に
問
う
裁
判
が
開
か
れ
た
も
の
の
全
員
が
無
罪

と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
日
頃
人
種
差
別

に
耐
え
て
い
た
移
民
、
有
色
人
種
の
人
々
の
怒
り
が
爆
発
し
た
。

放
火
、
投
石
、
略
奪
を
伴
う
大
規
模
な
暴
動
が
発
生
し
、
警
察
は

武
力
鎮
圧
や
逮
捕
で
対
抗
し
た
が
、
か
え
っ
て
暴
動
は
激
化
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
暴
力
に
訴
え
る
こ
と

な
く
人
種
差
別
に
対
す
る
怒
り
を
表
明
す
る
手
段
と
し
て
ダ
ン

ス
を
始
め
た
者
た
ち
が
い
た
。
そ
の
ダ
ン
ス
がkurm

p

の
起
源

と
言
わ
れ
る
。
コ
ジ
ト
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ダ
ン
ス
は
暴
動
を

収
め
る
上
で
作
用
し
た
警
察
の
権
力
を
無
効
化
す
る
と
同
時
に
、

被
差
別
者
の
強
力
な
宣
言
と
し
て
も
機
能
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
は
怒
り
や
戦
い
を
代
替
す
る
象
徴
的
な
身
振
り
で
あ
っ
て
暴

力
行
為
で
は
な
い
た
め
、
警
察
も
逮
捕
な
ど
の
対
抗
措
置
を
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ン
ス
は
や
が
て
特
有

の
身
振
り
と
コ
ー
ド
を
発
展
さ
せkrum

p

と
い
う
呼
称
を
得
て
、

一
種
の
身
体
的
言
語
と
な
っ
た  

       3 4   

。

　

２
０
１
９
年
の
舞
台
版
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
黒
人
の
間
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
発
の
ダ
ン
ス

も
ま
た
、
人
種
差
別
に
対
す
る
抵
抗
運
動
と
共
に
生
ま
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
地
区
で
発
生
し
た

ヴ
ォ
ー
ギ
ン
グ
は
１
９
６
０
年
代
の
終
わ
り
か
ら
１
９
７
０
年

代
に
か
け
て
起
こ
っ
た
「
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反
乱
」
と
軌

を
一
つ
に
す
る
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ゲ
イ
バ
ー
「
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
イ
ン
」
に
警
察
が
踏
み
込
み
捜
査
を
行
っ
た
際
に
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ 

、
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
社
会
的

周
縁
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
々
が
警
察
権
力
に
抵
抗
し
た
出

来
事
お
よ
び
、
そ
の
後
に
続
く
運
動
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同

じ
時
期
に
、
ヴ
ォ
ー
ギ
ン
グ
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
同
性

愛
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
興
隆
し
た
。

　

ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
は
１
９
８
０
年
前
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
サ

ウ
ス
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
地
区
で
生
ま
れ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
都

市
開
発
の
進
行
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
や
プ
エ
ル

ト
リ
コ
人
が
周
縁
地
域
の
サ
ウ
ス
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
転
居
し
た

結
果
、
放
火
、
麻
薬
密
売
、
強
盗
、
ギ
ャ
ン
グ
の
抗
争
な
ど
が

日
々
起
こ
る
ア
メ
リ
カ
で
最
悪
の
治
安
と
言
わ
れ
る
エ
リ
ア
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
無
法
地
帯
で
の
鬱
屈
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
争
い
や
暴
力
に
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
ダ
ン
ス
や
ラ
ッ
プ
、
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グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
な
ど
の
表
現
に
転
化
し
た
こ
と
か
ら
ヒ
ッ
プ
・

ホ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ

プ
は
１
９
８
３
年
に
起
こ
っ
た
社
会
運
動
「
平
等
と
反
人
種
差

別
の
た
め
の
行
進
」
の
後
に
普
及
、発
展
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。

１
９
９
０
年
代
に
は
先
に
見
た
よ
う
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ロ
ド

ニ
ー
・
キ
ン
グ
事
件
を
機
にkrum

p

が
生
ま
れ
、
２
０
０
５
年

に
は
パ
リ
郊
外
の
ク
リ
シ
ー
＝
ス
＝
ボ
ワ
の
暴
動
と
同
時
期
に

フ
ラ
ン
ス
発
の
ス
ト
リ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
レ

ク
ト
ロ
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
暴
動
は
警
官
に
追
わ
れ
た
北
ア
フ

リ
カ
出
身
の
２
人
の
少
年
が
死
亡
し
た
事
件
を
き
っ
か
け
に
起

こ
っ
て
い
る
。

　

デ
ン
ベ
レ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
右
に
挙
げ
た
ス
ト
リ
ー
ト
・

ダ
ン
ス
は
、
お
よ
そ
10
年
周
期
で
人
種
差
別
に
対
す
る
抵
抗
運
動

と
関
連
し
な
が
ら
、
被
差
別
者
や
社
会
の
周
縁
に
お
か
れ
た
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
ダ
ン
ス
は
抑

圧
や
暴
力
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
り
、
自
ら
の
存
在
を
表
明
す
る

た
め
の
政
治
的
身
振
り
で
も
あ
る
。
そ
の
被
差
別
者
の
身
体
は
、

公
共
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
身
体
、
あ
る
い
は
公
共
空
間

に
お
い
て
不
可
視
に
さ
れ
て
き
た
身
体
と
規
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
の
歴
史
は
、
排
除
さ
れ
、

見
え
な
い
も
の
と
さ
れ
た
身
体
が
自
ら
の
権
利
を
取
り
戻
す
た

め
に
公
共
空
間
に
お
い
て
身
体
を
最
大
限
に
顕
示
し
て
き
た
歴

史
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
う
な
れ
ば
「
公
共
空
間
の
ア
プ
ロ
プ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
解
放
」        35   

と
し
て
の
ダ
ン
ス
で
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
も
一
つ
の
公
共
空
間
で

あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
特
定
の
社
会

階
級
や
社
会
構
造
を
色
濃
く
反
映
し
た
空
間
で
あ
り
、
白
人
を
中

心
に
運
営
さ
れ
て
き
た
空
間
で
あ
っ
た
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

そ
の
外
部
に
排
除
さ
れ
た
不
可
視
の
身
体
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
舞
台
に
排
除
さ
れ
た
者
た
ち
の
身
体
が
躍
動
す
る

ダ
ン
ス
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
コ
ジ
ト
ー
ル
が
企
図
し
た
よ
う
な

「
異
な
る
世
界
を
接
続
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
18
世
紀
と
21
世
紀

の
社
会
を
比
較
し
て
考
察
す
る
た
め
の
批
判
的
距
離
を
観
客
に

提
供
す
る
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
は
現
代
の
非
差
別
的
な
社
会
構
造

の
破
壊
と
再
構
築
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
観
客
の
中
に
は
、
こ
の
新
た
な
演
出
の
施

さ
れ
た
「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」
か
ら
14
年
前
の
２
０
０
５

年
の
ク
リ
シ
ー
＝
ス
＝
ボ
ワ
の
暴
動
を
思
い
起
こ
し
た
者
も
い
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れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
狼
煙
が
上
が
っ
た
３
５
０
年
前
の
バ
ス

テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
事
件
を
想
起
し
た
者
も
い
た 

       36   

。

　
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
を
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て

台
本
に
忠
実
に
再
現
を
す
る
な
ら
ば
、
右
に
見
た
よ
う
な
現
在
と

過
去
の
暴
動
や
革
命
に
関
す
る
観
客
の
想
起
は
起
こ
ら
ず
、
単
に

18
世
紀
の
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
宮
廷
文
化
の
名
残
を
回
顧
的
に
楽
し

む
こ
と
に
留
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
い

う
現
在
問
題
化
さ
れ
て
い
る
概
念
を
内
包
す
る
作
品
の
無
批
判
の

再
演
は
、
西
洋
対
非
西
洋
と
い
う
差
別
的
な
非
対
称
的
構
造
を
反

復
、
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
上
演
は
「
民
衆
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
座
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
革

命
２
０
０
周
年
記
念
に
あ
た
る
１
９
８
９
年
に
開
場
し
た
オ
ペ

ラ
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
設
立
の
主
旨
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。「
野
蛮
人
た
ち
」
と
い
う
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
人
々
に
対

す
る
明
ら
か
な
差
別
表
現
を
題
と
し
た
第
四
幕
を
擁
す
る
こ
の
作

　
五

　
結
論
：D

iv
ertissem

en
t

が
隠
し
て
き
た
も
の

品
を
こ
の
劇
場
で
上
演
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
歴
史
的
、
政
治
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
見
て
危
う
い
選
択
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、

コ
ジ
ト
ー
ル
と
デ
ン
ベ
レ
は
『
レ
ポ
ー
ト
』
が
提
案
し
て
い
た
よ

う
な
「
批
判
的
距
離
」
を
も
っ
て
こ
の
作
品
に
向
き
合
う
と
い
う

決
断
を
し
た
。

　

し
か
し
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ラ
モ
ー
に
よ
っ
て
後
で
追

加
さ
れ
た
第
四
幕
の
展
開
に
は
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
に
括
る
こ
と
の

で
き
な
い
要
素
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
「
野
蛮
人
」
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
対
す
る
反
論
、
対
立
関
係
の
解
消
と
融
和
の
可
能
性

を
読
み
取
っ
た
か
ら
こ
そ
啓
蒙
主
義
や
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
暴
力

性
に
「
批
判
的
距
離
」
を
取
る
演
出
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

ビ
エ
と
ル
シ
ヨ
ン
は
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
に
描
か
れ
た

「
野
蛮
人
」
と
い
う
「
他
者
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
批
判
的
に
映
し

出
す
鏡
と
な
り
え
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

18
世
紀
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
目
を
通
し
て
、ト
ル
コ
人
、ペ
ル
ー

人
、
ペ
ル
シ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
見
て
き
た
。

好
奇
の
目
で
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
関
心
を
も
っ
て
、
そ
し
て
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『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
が
１
７
３
５
年
の
初
演
時
に

D
ivertissem

ent

と
い
う
娯
楽
的
要
素
を
重
視
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
言
葉
の
元
と
な

る
動
詞divertir

と
い
う
言
葉
に
は
「
遠
ざ
け
る
」、「
紛
ら
わ
せ
る
」
と

い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
沿
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
た
る
こ
の
作
品
の
背
後
に
は
必
然
的
に
、
遠

ざ
け
ら
れ
、
隠
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。『
優
雅
な
イ

ン
ド
の
国
々
』
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
異
国
情
緒
や
冒
険
譚
、
男
女
の

時
に
行
政
的
な
視
点
か
ら
、
し
か
し
ま
た
卓
越
的
で
支
配
的
か

つ
植
民
地
的
な
視
点
か
ら
見
て
き
た
。「
他
者
」
す
な
わ
ち
野

蛮
人
は
一
つ
の
鏡
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
ら
れ
た
他
者

か
ら
の
視
線
を
想
像
す
る
こ
と
は
白
人
の
支
配
的
な
世
界
に

つ
い
て
多
少
と
も
風
刺
的
な
批
評
を
可
能
に
す
る
。
フ
ュ
ズ
リ

エ
の
台
本
、
と
り
わ
け
ラ
モ
ー
の
楽
譜
の
中
に
み
ら
れ
る
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ズ
ム
と
帝
国
主
義
、
あ
る
い
は
植
民
地
化
に
対
す
る
称

賛
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

－

旅
行
者
の
変
化
に
対
す
る
批
判
的
距

離
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
滑
り
込
む

の
は
こ
の
空
間
、
遊
び
の
中
で
あ
る 
       37   
。

恋
愛
模
様
、
壮
麗
な
音
楽
が
も
た
ら
す
美
や
快
楽
の
背
後
に
隠
れ
て
い

た
も
の
を
コ
ジ
ト
ー
ル
と
デ
ン
ベ
レ
の
再
解
釈
は
露
わ
に
し
た
。
そ
れ

は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
や
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
研
究
が

明
ら
か
に
し
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
『
レ
ポ
ー
ト
』
が
指
摘
し
て
き
た
、

現
在
な
お
生
き
て
い
る
人
種
差
別
の
歴
史
的
・
社
会
構
造
で
あ
る
。

　

こ
の
演
出
、
再
解
釈
に
対
し
て
、「
野
蛮
人
た
ち
」
と
名
付
け
ら
れ

た
幕
を
演
じ
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
ダ
ン
サ
ー
達
が
や
は
り
コ
ロ
ニ
ア
リ

ズ
ム
的
想
像
力
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
批
判
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
元
々
「
野
蛮
人

た
ち
」
の
音
楽
の
リ
ズ
ム
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
の
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
ダ
ン
ス
に
影
響
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の

音
楽
的
起
源
や
性
質
を
非
西
洋
の
文
化
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、『
優

雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』
は
当
初
か
ら
す
で
に
文
化
的
混
交
の
産
物
と
い

う
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
終
幕
に
関
し
て

は
、
２
０
１
７
年
版
お
よ
び
２
０
１
９
年
版
の
ド
キ
ュ
ン
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が 

       38   

、
こ
の
物
語
の
枠
組
み
や
演
出

家
、
振
付
家
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
存
在
の
御

し
難
さ
を
ダ
ン
サ
ー
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ダ
ン
ス
か
ら
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
、
デ
ン
ベ
レ
は
即
興
的
に
動
くkrum

p

な
ど
の
ス
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ト
リ
ー
ト
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
に
対
し
て
、
固
定
し
た
形
や
動
作
を
伝
え

る
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
「
振
付
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
に
躊
躇

し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
狭
義
の
「
振
付
」
を
行
う
と
い
う
よ
り
は
、

自
ら
の
社
会
的
、
政
治
的
立
ち
位
置
を
意
識
す
る
と
い
う
自
身
の
創
作

に
お
い
て
も
重
視
し
て
い
る
姿
勢
を
共
有
す
る
こ
と
に
注
力
し
、
動
き

方
に
関
し
て
は
個
々
の
ダ
ン
サ
ー
の
権
限
、
裁
量
に
大
部
分
を
任
せ
た

と
述
べ
て
い
る 

       39   

。
舞
台
上
で
歴
史
的
、
政
治
的
背
景
を
背
負
っ
て
踊

る
身
体
は
明
ら
か
に
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
で
描
か
れ
て
き
た
被
植
民
者
の

典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
破
壊
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
２
０
１
９
年

版
に
お
い
て
は
、「
平
和
の
パ
イ
プ
の
ダ
ン
ス
」
に
お
い
て
オ
ペ
ラ
歌

手
達
も
ダ
ン
サ
ー
達
と
と
も
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体
を
揺
す
り
な

が
ら
歌
い
、
全
員
で
拳
を
突
き
上
げ
終
幕
を
迎
え
る
と
同
時
に
、
観
客

が
総
立
ち
で
喝
采
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
歌
手

と
ダ
ン
サ
ー
、
観
客
と
い
う
役
割
上
の
区
分
や
白
人
と
黒
人
と
い
う
人

種
の
区
分
、
劇
場
と
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
う
空
間
的
区
分
を
超
え
た
融
和

的
な
共
同
体
が
出
現
し
て
い
る
様
子
を
感
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
に
お
い
て
も
批
判
的
な
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の

感
動
の
背
後
に
も
や
は
り
隠
れ
て
い
る
も
の
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
オ
ペ
ラ
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
周
辺
に
い
る

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
が
、
１
０
０
ユ
ー
ロ
、
２
０
０
ユ
ー
ロ
の
公
演
チ

ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
こ
の
演
目
を
見
に
劇
場
に
入
り
、
こ
の
共
同
体
に
参

加
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
だ
ろ
う
。
デ
ン
ベ
レ
が
そ
の
キ
ャ
リ

ア
に
お
い
て
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
劇
場
に
活
動
の
場
を
移
し
た
時
に
観
客

は
皆
白
人
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
た
よ
う
に
、
劇
場
と
い
う
文
化
的
領

域
そ
の
も
の
に
、
予
め
そ
こ
に
入
る
こ
と
が
数
え
ら
れ
て
い
な
い
人
々
、

す
な
わ
ち
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
構
成
的
外
部
」

が
存
在
し
て
い
る 
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。
そ
の
点
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
限
界
が
否
応

な
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
外
部
に
目
を
向
け
る
た
め
に
は
、
ま
た

別
の
社
会
関
与
型
芸
術
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
て
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
異

な
る
世
界
に
属
す
る
他
者
た
ち
が
３
年
間
か
け
て
出
会
い
、
関
わ
り
あ

い
、
混
じ
り
合
い
、
共
闘
し
、
協
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
世
紀
に

わ
た
っ
て
存
在
す
る
現
代
の
世
界
の
歪
な
構
造
を
隠
す
こ
と
な
く
露
呈

さ
せ
、
お
よ
そ
３
０
０
年
前
に
生
ま
れ
た
文
化
的
遺
産
で
あ
る
こ
の
演

目
の
形
と
意
味
、
見
え
方
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
歴
史
や
共
同
体
を
壊
し
な
が
ら

よ
り
適
切
な
形
を
与
え
て
現
代
化
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
顕
現
さ
せ
た
と
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言
え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
研
究
ノ
ー
ト
を
通
し
て
見
え
て
き
た
今
後
の
課
題
を
整

理
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
よ
る
『
レ
ポ
ー
ト
』

の
刊
行
や
「
多
様
性
」
を
意
識
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
的
多
様
性
を
先
行
し
て
擁
護
し
て

き
た
諸
政
策
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
作

業
を
通
し
て
、
よ
り
広
範
な
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
の
文
脈
に
、
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
の
昨
今
の
民
主
化
の
動
向
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全

体
を
俯
瞰
し
て
、「
多
様
性
」
の
実
現
、
表
象
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ

れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
視
点
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

N
diaye, Pap, C

onstance Rivière, R
apport sur la diversité à l`O

péra 

national de Paris, Janvier 2021, https ://res.cloudinary.com
/

opera -national -de -paris /im
age /upload /v 1612862089 /pdf /

q 8adm
qhaczygb1jm

2uls.pdf(

最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
４
年
１
月
23
日)

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
黒
人
差
別
反
対
運
動
。「
黒
人
の
命
は
大
切
」「
黒
人
の

命
も
大
切
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
の
表
現
は
、
２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
・
フ

ロ
リ
ダ
州
で
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
高
校
生
が
自
警
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

12

撃
た
れ
て
死
亡
し
た
事
件
で
、
容
疑
者
が
無
罪
と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
使
用
さ

れ
始
め
た
。
こ
の
運
動
が
世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
２
０
年
５
月
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
黒
人
男
性
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

フ
ロ
イ
ドG

eorge Floyd

（
１
９
７
３
―
２
０
２
０
）
が
警
察
官
に
殺
害
さ
れ

た
事
件
で
あ
る
。

荒
木
和
華
子
、福
本
圭
介
（
編
著
）、『
帝
国
の
ヴ
ェ
ー
ル

：

人
種
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
解
く
世
界
』、
明
石
書
店
、
２
０
２
３
年
（
初

版
２
０
２
１
年
）、
２
頁
。

C
appelle, Laura(dir.), N

ouvelle histoire de la danse en O
ccident : de la 

préhistoire à nos jours, Seuil, 2020, p.297

N
diaye, Pap, C

onstance R
ivière, R

apport sur la diversité à l`opéra 

national de Paris, Janvier 2021, p.4

２
０
２
０
年
９
月
22
日
付
で
総
裁
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ネ
ー
フ
名
で
発
出
さ

れ
た
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
お
け
る
任
命
書
（le�re de m

ission

）
を
参
照
。
こ

の
任
命
書
の
冒
頭
に
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
運
動
と
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
の
従
業
者
た
ち
が
「
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
に
お
け
る
人
種
問
題
に
つ

い
て
」
と
い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
署
名
入
り
で
公
開
し
た
こ
と
で
、
人
種
差

別
問
題
に
取
り
組
む
必
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ン
デ
ィ
ア
イ
の
著
作
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
『
ア
メ
リ
カ

黒
人
の
歴
史
』（N

dyaye, Pap, La condition noire : Essai sur une m
inorité 

française, C
alm

ann -Lévy, 2008

）
が
あ
る
。
パ
ッ
プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ
の
妹
で

あ
る
マ
リ
ー
・
ン
デ
ィ
ア
イ
は
『
３
人
の
逞
し
い
女
』
に
よ
り
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞

を
受
賞
し
た
作
家
で
、同
作
を
含
む
複
数
の
作
品
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

ン
デ
ィ
ア
イ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
福
島
亮「
パ
ッ

プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ
、
歴
史
家
に
し
て
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
―
静
か
な
る
革
命

　
　
｜
注
釈
｜

345678
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パリ・オペラ座と「多様性」

家
は
フ
ラ
ン
ス
を
変
え
う
る
か
」（『
図
書
新
聞
』N

o. 3351, 

２
０
２
２
年
７

月
16
日
発
行
）、
在
米
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
公
式
サ
イ
トh�ps ://frenchculture.

org /books -and -ideas /authors -on -tour /6766 -pap -ndiaye

（
最
終
ア
ク
セ

ス
日

：

２
０
２
３
年
８
月
17
日
）

こ
の
暴
動
に
関
し
て
、
当
時
の
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
動
画
がYouTube

な
ど
に

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
暴
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
映

画
と
し
て
ラ
・
ジ
リ
監
督
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』（
２
０
１
９
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
作
は
同
年
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
審
査
員
賞
を
受
賞
し
た
。

オ
ル
セ
ー
美
術
館
で
２
０
１
９
年
３
月
26
日
か
ら
７
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「Le m
odèle noir : de G

éricault à M
atisse

」。
同
展
覧
会
の
プ
レ
ス
用
資
料
に

よ
れ
ば
、
こ
の
展
覧
会
は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、「
有

色
人
種
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
パ
ッ
プ
・
ン
デ
ィ
ア
イ
は
同
展
覧
会
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
っ
た
ほ
か
、展
覧
会
図
録
の
編
集
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

『
レ
ポ
ー
ト
』
執
筆
後
の
ン
デ
ィ
ア
イ
の
経
歴
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
触
れ
て

お
く
。
２
０
２
１
年
に
は
、
国
立
移
民
史
博
物
館
の
館
長
、
２
０
２
２
年
に

は
フ
ラ
ン
ス
初
の
黒
人
大
臣
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
教
育
省
・
若
者
省
大
臣

（
在
職
期
間

：

２
０
２
２
年
５
月
か
ら
２
０
２
３
年
７
月
）
に
任
命
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
か
ら
は
欧
州
評
議
会
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

O
p.cit., p.6

《Les signataires d` un m
anifeste réclam

ent l` abolition du <Blackface> 

à l` O
péra de Paris

》, h�ps ://www.le�garo.fr /m
usique /les -signataires -

d -un -m
anifeste -reclam

ent -l -abolition -du -blackface -a -l -opera -de -

paris -20201004

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
４
年
１
月
23
日
）

N
diaye, Pap, O

p.cti., p.9

エ
ド
ワ
ー
ド
・
W
・
サ
イ
ー
ド
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』、
平
凡
社
、

１
９
９
３
年

エ
ド
ワ
ー
ド
・
W
・
サ
イ
ー
ド
『
文
化
と
帝
国
主
義 

１
』、
み
す
ず
書
房
、

１
９
９
９
年
（
初
版
１
９
９
８
年
）

２
０
２
３
年
オ
ニ
ー
ル
・
八
菜
は
ダ
ン
サ
ー
の
最
高
位
で
あ
る
エ
ト
ワ
ー
ル

に
昇
格
し
、
外
国
人
ダ
ン
サ
ー
の
「
快
挙
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
。
東
京
新

聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
「
外
国
人
で
あ
る
こ
と
で
嫌
な
思
い
を
し

た
こ
と
は
少
な
い
が
、
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
多
様
性
を
象
徴
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
当
事
者
と
し
て
は
う
れ
し
い
こ
と
」
と
回
答
し
て
い
る
。『
東

京
新
聞
』
２
０
２
３
年
４
月
10
日
の
記
事h�ps ://www.tokyo -np.co.jp /

article /243212

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
28
日
）
を
参
照
。

N
diaye, Pap, C

onstance Rivière, O
p.cit., p.12

Ibid., p.12

O
péra national de Paris(ed.), Les Indes galantes : O

péra national de Paris 

2003 -2004, 2003, p.19

Ibid., p.23 

本
書
は
２
０
０
３
年
に
ガ
ル
ニ
エ
宮
で
上
演
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ

イ
・
セ
ル
バ
ン
演
出
、
ブ
ラ
ン
カ
・
リ
振
付
の
『
優
雅
な
イ
ン
ド
の
国
々
』

（
２
０
０
３
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
複
数
の
論
考
等
と
共
に
あ
ら

す
じ
や
１
７
４
３
年
に
出
版
さ
れ
た
台
本
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日

本
語
の
あ
ら
す
じ
は
永
竹
由
幸
『
オ
ペ
ラ
名
曲
百
科 

上
』(

音
楽
之
友
社
、

１
９
８
０
年
、
３
７
０

－

３
７
１
頁)

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ibid., p.32

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、『
百
科
全
書
』
の
記
述
を
引
き
な
が
ら
、

か
つ
て「
昔
の
人
々
」が
名
付
け
た「
イ
ン
ド
」は「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
の
イ
ン
ド
」

「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
の
イ
ン
ド
」
と
分
け
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
ア
ジ
ア
を
含

む
広
範
囲
が
含
ま
れ
、
後
者
に
は
ア
メ
リ
カ
ま
で
も
が
含
ま
れ
て
い
て
、
も

91011121314

1516171819202122
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は
や
修
正
で
き
な
い
ほ
ど
常
用
さ
れ
て
る
が
「
現
代
人
」
に
と
っ
て
は
あ
ま

り
許
容
で
き
な
い
用
法
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

3e Scène - O
péra national de Paris - Les Film

s Pélléas, Les indes galantes, 

2017, vidéo, H
D

 16 :9, couleur, 5m
in 26s, https ://w

w
w.youtube.com

/

watch?v= 9h9H
P -VO

Jv4

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
21
日
）。

現
在
「3e Scène
」
の
サ
イ
ト
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
公
開
さ
れ
て
い

た
動
画
は
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
公
式
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。「3e Scène

」
は
、
オ
ペ
ラ
座
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
普
及
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
対
話
を
進
め
る
意
図
も
持
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
２
０
１
５
年
に
開
始
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

Biet, C
hristian, M

arine R
oussillon, “

R
am

eau au pied de la terre, 

Bastille à contre -pied les indes galantes, opéra de paris, septem
bre -

octobre 2019”
, T

héâtre publique, janvier -m
ars 2020 no.235., 

2020,p.136

Bézia, Philippe(dir.), Les indes galantes, Pyram
ide Vidéo, 2021.

h�ps ://www.youtube.com
/watch?v=bP 4lfN

IeAsE

。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
デ
ン
ベ
レ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私
は
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
彼

ら
の
ダ
ン
ス
、
彼
ら
の
物
語
を
通
し
て
、
自
ら
に
権
利
を
当
た
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
試
み
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
音
楽
は
我
々

に
語
り
か
け
、
我
々
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、

よ
く
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
を
『
襲
撃
』
し
た
の
で
す
。」  

“
La chorégraphe qui décolonise la danse”

, h�ps ://www.youtube.com
/

watch?v=bP 4lfN
IeAsE

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
28
日
）。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「m

arronage

」
と
い
う
語
は

「
黒
人
奴
隷
の
脱
走
」
を
意
味
す
る
。

Blanchard, Pascal, Z
oo hum

ain, https ://w
w

w.youtube.com
/

watch?v=ku 16gTH
I1c4(

最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
28
日)

Biet, C
hristian, Sim

on H
atab et M

arine Roussillon, “Extension du dom
aine 

de la danse entretien avec Bintou D
em

bélé ”
, Théâtre publique, juillet -

septem
bre 2020 no.236, Association théâtre public / Éditions théâtrales, 2020.  

Ibid.

“
 Entretien avec C

lém
ent C

ogitore”
, https ://w

w
w.youtube.com

/

watch?v=U
M

v 4EyS08_g(

最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
29
日)

Ibid.

小
田
博
志
「
平
和
の
人
類
学
を
実
践
す
る
」『
民
博
通
信
』N

o.130

、
国
立
民

族
学
博
物
館
、
２
０
１
０
年
、
26
頁
。

“
 Entretien avec C

lém
ent C

ogitore”
, https ://w

w
w.youtube.com

/

watch?v=U
M

v 4EyS08_g(

最
終
ア
ク
セ
ス
日

：

２
０
２
３
年
９
月
29
日)

Biet, C
hristian, M

arine Roussillon, “
Ram

eau au pied de la terre, Bastille 

à contre -pied Les Indes galantes, O
péra de paris, septem

bre -octobre 

2019”
, �

éâtre publique, janvier -m
ars 2020 no.235., 2020, p.137

Biet, C
hristian, Sim

on H
atab et M

arine Roussillon, “
Extension du 

dom
aine de la danse : entretien avec Bintou D

em
bélé ”

, T
héâtre 

publique, juillet -septem
bre 2020 no.236, Association théâtre public / 

Éditions théâtrales, 2020.

Biet, C
hristian, M
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